
（別表）「利用率の推移（％）」

令和７年度　事業報告 事業所名 秋田けやき会ショートステイ

基
本
方
針

　利用者が、可能な限り在宅で自立した日常生活が営める様支援する。また、家族等の介護
負担軽減を図る。
　そのため柔軟に受け入れられる体制を整備し、利用時には利用者・家族等の要望と利用者
本位のサービス提供に努め、地域社会から信頼され、安心して利用いただける施設づくりを
目指す。特に認知症専門棟を有する施設として、地域の認知症高齢者や家族等の幅広いニー
ズに応える。

事
業
報
告

１　利用率の安定を図る

（１）各居宅介護支援事業所や地域包括支援センター、地域の医療機関に空床情報を提供
　　するなど、積極的な新規利用者の獲得と緊急利用希望者の受け入れに努め、併設する
　　特別養護老人ホームの空床活用も含め平均利用率で93％以上を目指す。（＊別表）

令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（目標）

　行事やレクリエーション、行事食など施設での生活の様子については、ホームページで情
報発信した。
　けやきマルシェには高校生ボランティアとともに地域交流事業に参加し楽しんでいただいた
り、御所野交流センターで開催された餅つきやボッチャに参加し地域との交流を図った。

（４）職種間で利用前後及び利用中の情報を共有し、サービスの質の向上に努める。

令和7年度（実績）

86.0 92.0 89.7 93.0 88.5

　利用者確保に向けて、居宅介護支援事業所や地域包括支援センター、医療機関等へ積極
的に空床情報を発信した。問い合わせは130件あったが、タイミングや利用希望の期間が合
わず利用に至らないケースも多く、新規利用の受け入れは17名にとどまった。年間利用率
は、併設する特養へ８名が入所し利用終了となったことも影響し88.5％で、目標は達成できな
かった。

２　在宅生活の継続を支援する

（１）利用者・家族等の希望を踏まえケア目標を設定し、身心機能の維持・向上に向け多
　　職種協働でサービスを提供していく。

（２）定期的に利用することで、利用者の状態の維持と家族等の介護負担の軽減を図り、
　　在宅生活が継続されるよう支援していく。

（３）緊急受入れに対応し、担当介護支援専門員と連携を図り、利用後に再度在宅での生
　　活に復帰できるよう支援していく。

　ショートステイ会議を定期開催し、多職種での情報共有と提供サービスの見直し・検討を
行った。利用者には、併設する特養と同様に、体操やレクリエーション、とくし丸やシャトレー
ゼの移動販売の利用など、日常生活に潤いを与える機会を提供したほか、けやきマルシェ
や夏祭り、餅つきなど季節行事への参加も促したり、食事レクリエーションとしてパンケーキ
作りを行うなど、楽しめる機会を提供した。
　緊急受け入れは、１名の要保護高齢者等シェルター事業の利用も含め８名を受け入れた。
受け入れ時には利用者の生活に必要な状況把握を適切に行い、必要な支援を行った。また
在宅で生活されていて定期的に利用される方に対しては、在宅支援者と利用時の情報共有
を図り、在宅生活の継続支援を行った。

３　家族・地域との連携を図る

（１）ホームページを活用し施設生活が伺える様子を紹介するなど、情報提供の拡充を図
　　る。

（２）地域や関連機関と連携することで、地域に根差す事業所としてサービス提供に努め
　　る。


